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2020 年 3 月 22 日(日)礼拝メッセージ 

聖書箇所：ヨハネ 13 章 31～38 節（Ｐ212） 

タイトル：「互いに愛し合いなさい」 

 

 ヨハネの福音書 13 章後半です。前回は、イスカリオテ・ユダの裏切りを学びました。イ

エス様は彼に何度も悔い改めの機会を与えましたが、彼は最後まで悔い改めませんでした。

最後の晩餐の席で、イエス様からパン切れを受け取ると、すぐに出て行きました。時はいつ

でしたか?時は夜でした。それは単に夜であったということではなく、永遠の暗闇を表して

いました。彼はイエス様から離れて、永遠の暗闇に落ちることを選んだのです。しかし本当

の弟子は、イエスのもとに留まります。ユダが出て行った後で、イエス様はとても大切なこ

とを話されました。それがきょうの箇所です。 

 

 Ⅰ．栄光を受けるとき(31-32) 

 

まず、31 節と 32 節をご覧ください。 

「ユダが出て行ったとき、イエスは言われた。「今、人の子は栄光を受け、神も人の子に

よって栄光をお受けになりました。神が、人の子によって栄光をお受けになったのなら、神

も、ご自分で人の子に栄光を与えてくださいます。しかも、すぐに与えてくださいます。」 

 

ユダが出て行ったとき、イエスは大切な話をされました。それは、「今、人の子は栄光を

受けた」ということです。「今」とはいつですか？今とは、ユダが悔い改めないで出て行っ

た今です。人の子とはイエス様のことですが、今、人の子は栄光を受けられました。なぜユ

ダが出て行った今、栄光を受ける時なのでしょうか。 

 

これまでも何回か語ってきましたが、ヨハネの福音書において「栄光を受ける」というの

は、キリストが十字架で死なれることを指し示していました。ユダの裏切りによってキリス

トが十字架で死なれます。だから栄光を受けられるのです。どうして十字架で死なれること

が栄光なのでしょうか。それは、私たちを罪から救うという神の永遠の計画が成し遂げられ

るからです。それは最初の人アダムとエバが罪を犯した時から、神が予め定めておられたこ

とでした。それが完成する時、それが十字架なのです。イエスが十字架で死なれることで、

アダムによって全人類にもたらされた罪が贖われるのです。ですから、この後 17 章に入る

と、そこにイエス様の最後の祈りが記されてありますが、こう言われました。4 節です。 

「わたしが行うようにと、あなたが与えてくださったわざを成し遂げて、わたしは地上で

あなたの栄光を現しました。」 

イエス様は多くの奇跡をもって神の栄光を現しましたが、最終的には、神がイエスに行う

ようにと与えてくださったわざを成し遂げることによって現わされます。それが十字架な
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のでした。十字架のわざを通して神の栄光が完全に現されました。ですから、イエス様が十

字架ら付けられたとき最後に発せられたことばは、「完了した」(19:30)ということばだった

のです。「完了した」。「テテレスタイ」。これは、神の救いのみわざが完了したという意味で

す。私とあなたの罪の負債、借金を、イエスが代わりに支払ってくださいました。完済して

くだった。すべての借金から解放されたらどんなに気持ちが楽になるでしょう。これまでず

っと重くのしかかっていた荷物を下ろすことができます。もうそのことで思い悩む必要は

ありません。イエス様があなたの罪の負債を完済してくださったからです。ですから、十字

架は人の子が栄光を受けられる時なのです。 

 

また、ここには、「神も人の子によって栄光をお受けになりました」とあります。イエス

様だけではありません。そのことによって、父なる神も栄光を受けらます。なぜなら、イエ

スが十字架で死なれることによって神がどのような方なのか、そのご性質がはっきりと示

されるからです。皆さん、神はどのような方ですか？聖書には、神は愛であると教えられて

いますね。どうやって神が愛であるということがわかるのでしょうか？それは単なる絵に

描いた餅ではありません。神はことばだけでなく行いによって、そのことをはっきりと示し

てくださいました。それが十字架でした。十字架によって神の愛と神の恵みが、すべての人

に示されたのです。そのことをパウロはこう言っています。 

「しかし、私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死なれたことによ

って、神は私たちに対するご自分の愛を明らかにしておられます。」(ローマ 5:8) 

私たちがまだ罪人であったとき、私たちがまだ神を信じないで、神を無視し自分勝手に生

きていたとき、そのような状態であったにも関わらず、キリストが私たちのために死んでく

ださったことによって、神の私たちに対する愛というものを明らかにしてくださいました。 

Ⅰヨハネ 4:9-10 には、「神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのち

を得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに示されたのです。私たちが神を

愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、宥めのささげ物としての御子

を遣わされました。ここに愛があるのです。」(Ⅰヨハネ 4:9-10)とあります。どこに愛があ

るのですか？ここにあります。神がそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにい

のちを得させてくださったということの中にあるのです。具体的には、神が私たちを愛し、

私たちの罪のために、なだめの供え物としての御子を遣わされたという事実の中にです。そ

れは十字架のことです。それはいわば「にもかかわらずの愛」です。十字架で神の愛がはっ

きりと示されました。だから、十字架はキリストだけでなく、父なる神の栄光も現わすので

す。 

 

十字架はキリストが栄光を受ける時であり、また、父なる神も栄光を受けられるときです。

あなたは、十字架をどのように受け止めておられますか。私たちの人生にも十字架があるで

しょう。自分自身の十字架があります。できますなら、この杯を取り除いてくださいと祈り
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たくなるようなとき、どうしても乗り越えられないと思うような困難に直面するときです。

しかし、それは栄光のときでもあるのです。あなたが祝福されるときであり、神が栄光を受

けられるときでもあります。問題は、あなたがその十字架をどのように受け止めていらっし

ゃるかということです。神の御心に従順になるとき、神が栄光をお受けになり、あなたもま

た祝福されるのだということを覚え、あなたの十字架を負って、キリストに従って参りまし

ょう。 

 

Ⅱ．イエスが愛したように（33-34） 

 

次に、33～35 節をご覧ください。 

「子どもたちよ、わたしはもう少しの間あなたがたとともにいます。あなたがたはわたし

を捜すことになります。ユダヤ人たちに言ったように、今あなたがたにも言います。わたし

が行くところに、あなたがたは来ることができません。わたしはあなたがたに新しい戒めを

与えます。互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互い

に愛し合いなさい。互いの間に愛があるなら、それによって、あなたがたがわたしの弟子で

あることを、すべての人が認めるようになります。」 

 

イエス様は、弟子たちに対して「子どもたちよ」と呼びかけられました。この福音書の中

では初めて使われている呼び方です。非常に親しみと愛情を感じる呼び方です。なぜイエス

様は彼らを「子どもたちよ」と呼ばれたのでしょうか。それは彼らといられる時間がほんの

数時間しか残されていなかったからです。もうすぐこの地上を去って行かなければなりま

せんでした。そんな彼らとの別れを惜しんで「子どもたちよ」と呼ばれたのでしょう。今ま

ではすべての人に対して救いのメッセージを語ってきました。でも今は愛する者たちだけ

に、本当に言いたいことを伝えようとしていました。それは、「わたしはもう少しの間あな

たがたとともにいます。あなたがたはわたしを捜すことになります。ユダヤ人たちに言った

ように、今あなたがたにも言います。わたしが行くところに、あなたがたは来ることはでき

ません。」ということでした。どういうことでしょうか？ 

 

「わたしが行くところ」とは、父なる神のところ、天の御国のことです。イエスはかつて

ユダヤ人たちに、「あなたがたはわたしを捜しますが、見つけることはありません。わたし

がいるところに来ることはできません。」(7:34)と言われましたが、それを弟子たちにも言

われました。「わたしが行くところに、あなたがたは来ることはできません。」ただユダヤ人

たちに言った時と違うのは、今はついて来ることができないが、後にはついて来るというこ

とでした。(36)なぜ今はついて行くことができないのですか。なぜなら、まだその場所が用

意されていないからです。ですから、イエスが行って、彼らのために場所を用意したら、ま

た来て、彼らをご自分のもとに迎えてくださいます。イエスがいるところに、彼らもいるよ



4 

 

うにするためです。しかし、ユダヤ人たちはそうではありません。彼らは今ついて行くこと

が出来ないというだけでなく、後もついて行くことができません。なぜなら、イエスを信じ

なかったからです。イエスの弟子たちはその後も大きな失敗をしでかします。ペテロに至っ

ては、イエスを知らないと三度も否定するという罪を犯しますが、それでも悔い改めてイエ

スを信じたことですべての罪が聖められたので、イエスの行かれるところ、天の御国に行く

ことができるのです。 

 

そのことを前提として、イエスは大切なことを語られます。それが 34 節と 35 節の御言

葉です。ご一緒に声に出して読みましょう。 

「わたしはあなたがたに新しい戒めを与えます。互いに愛し合いなさい。わたしがあなた

がたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。互いの間に愛があるなら、それ

によって、あなたがたがわたしの弟子であることを、すべての人が認めるようになります。」 

 

もうすぐ彼らからいなくなるという直前に、いわば遺言のように語られたのがこの言葉

です。イエス様は彼らに新しい戒めを与えられました。それは、「互いに愛し合いなさい。」

ということでした。「わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いな

さい。」と。どうしてこれが新しい戒めなのでしょうか。旧約聖書の中にも隣人を愛さなけ

ればならないという戒めがありました。たとえば、レビ記 19:18 には「あなたの隣人を自分

自身のように愛しなさい。」(レビ 19:8 )とあります。ですから、互いに愛し合うとか、隣人

を愛するというのは別に新しい戒めではないはずです。いったいどういう点で、これが新し

い戒めなのでしょうか。それは、どのように隣人を愛するのかという点においてです。確か

に旧約聖書にも、「あなたの隣人をあなた自身のように愛しなさい」とありますが、イエス

様が言われたのは、あなたの隣人を、あなた自身を愛するように愛しなさいというのではな

く、「わたしがあなたがたを愛したように愛しなさい」ということでした。あなたの隣人を

あなた自身のように愛するというのは、あなたが自分を愛するのと同程度に愛するという

ことですが、イエスが愛したように愛するというのは、それを越えているのです。では、イ

エスが愛したように愛するとはどういうことでしょうか。 

 

私たちはこの少し前にその模範を学びました。それはイエス様が弟子たちの足を洗われ

たという出来事です。そのとき主は何と言われたかというと、「主であり師であるこのわた

しが、あなたがたの足を洗ったのですから、あなたがたもまた互いに足を洗い合うべきです」

(14)と言われました。イエス様はそのことによって、愛するとはこういうことなのだという

ことの、模範を示してくださったのです。それは最も高いところにおられた神ご自身が、人

として現れてくださり、仕える者の姿を取り、実に十字架の死にまでも従われたということ

を意味していました。そのように愛するのです。つまり、自分を捨てて兄弟姉妹に仕えると

いうことです。自分を愛するようにではありません。自分を捨てて愛するのです。自分を捨
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てると口で言うのは簡単なことですが、いざこれを実行しようと思うと大変なとこです。で

きません。ですから、イエスはこの後で「人が自分の友のためにいのちを捨てること、これ

よりも大きな愛はだれも持っていません。」(15:13)と言われたのです。これが愛です。これ

より大きな愛はありません。そのような愛で互いに愛し合いなさいと言われたのです。 

 

とてもじゃないですが、そんなことできるはずがないじゃないですか。私たちも愛が一番

大切だとか、最後は愛が勝つなんて言っていますがそれはただの口先だけであって、結局最

後はみんな自分がかわいいのです。だから嫌になったり、都合が悪くなったりすると、「や

～めた」となるんじゃなるのです。それが自然ですよ。人間は自分を捨てるという愛を持ち

合わせていないのです。 

 

そうなんです。ですからこの新しい戒めを、それだけの意味として捉えるとしたら、それ

は人間の道徳の教えの領域にとどまってしまうことになります。しかし、イエスがここで言

いたかったのは単なる愛の模範ということではなく、私たちが互いに愛し合うための源が

ここにあるという意味で語られたのです。それが「わたしがあなたがたを愛したように」と

いう意味です。弟子たちはその愛を見ました。彼らはただ愛の教えを聞いただけではなく、

実際に見て、触れて、体験しました。そのキリストの愛を模範にして、互いに愛し合うこと

が、ここでイエスが与えられた新しい戒めだったのです。それは、キリストの十字架の死に

よって示された神の愛を受けた者にだけできる愛です。神はそのために力を与えてくださ

いました。それが神の霊、聖霊です。 

 

ローマ 5:5 には、「この希望は失望に終わることがありません。なぜなら、私たちに与え

られた聖霊によって、神の愛が私たちの心に注がれているからです。」とあります。聖霊に

よって神の愛が注がれています。あなたがイエス様を救い主として信じた時、その瞬間に、

イエス様があなたの心の内に来てくださいました。どのように来てくださったんですか？

聖霊によってです。聖霊はキリストの霊、神の霊です。イエス様を信じた瞬間に、この聖霊

があなたの心に住んでくださいました。これがクリスチャンです。クリスチャンとは、神の

霊、聖霊を持っている人です。今までは持っていませんでした。今までは罪があったので神

がお住になることができませんでしたが、イエス様を信じたことですべての罪が取り除か

れ、賜物として聖霊が与えられました。この聖霊が私たちを助け、愛する力を与えてくださ

います。聖霊があなたを内側からイエス様と同じご性質を持つ者に変えてくださるのです。

その性質とは何でしょうか。愛です。 

 

ガラテヤ 5: 22～23 をご覧ください。ここには、「しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、

寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制です。このようなものに反対する律法はありません。」

とあります。御霊の実は「愛」です。ですから、キリストを信じた者はみな、イエス様のよ
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うに愛の人に変えられていくのです。自動的に変えられるわけではありません。また、信じ

た瞬間にすぐに変えられるというわけでもありません。信じた瞬間に全く怒らなくなった

とか、いつもニコニコしていて、問題にも全く動じなくなったとか、もう何でも赦してくれ

る！となればすごいですが、現実にはそういうわけにはいきません。むしろ、本当に自分は

イエス様を信じているのだろうかと、自分を疑いたくなるような醜い性質が頭をもたげる

ことが多いのですが、しかし、神の御霊が与えられるなら、少しずつ愛の人に変えられてい

きます。植物の種が蒔かれると、必ず実を結びます。時間はかかりますが、やがて実を結ぶ

ようになるのです。御霊の実も同じで、あなたの心に信仰の種が蒔かれると、あなたの心に

神の御霊が宿り、神の愛があなたに注がれるようになるのです。そして、やがて御霊の実を

結ぶようになります。愛の人へと変えられていくのです。それは御霊なる主の働きによるの

です。 

 

いったいなぜイエス様は、互いに愛し合うようにと命じられたのでしょうか。35 節をご

覧ください。それは、互いの間に愛があるなら、それによって、あなたがたがわたしの弟子

であることを、すべての人が認めるようになるからです。もし私たちが自分を低くして互い

に愛し合うなら、それによって、信仰のない周りの人たちが「ああ、あの人たちはキリスト

を本当に信じている人たちなんだ」「クリスチャンってすごいなぁ」と言って、神を認める

ようになります。すなわち、神を信じるようになるのです。どんなに私たちがイエス様は主

ですと叫んでも、互いにいがみ合ったり、憎み合ったりしているなら、だれも本気にしない

でしょう。私たちがキリストの命令に従って互いに愛し合うなら、私たちがキリストの弟子

であるということを、すべての人が認めるようになるのです。 

 

以前紹介しましたが、奥山実先生が今回の新型コロナウイルス感染症について、フェイス

ブックに投稿された記事を見ましたが、アーメンでした。混乱のただ中にある武漢市で、ク

リスチャンらは黄色い防護スーツを来て犠牲的な奉仕をしました。彼らは無料のマスクと

ともに福音のトラクトを配布したのです。それによって多くの人々、役人や警官たちさえも、

クリスチャンの真実の姿に敬服し評価し始めているとの情報もあります。武漢ではこの困

難が永遠に変わらぬ希望の福音を宣べ伝える機会となっています。 

私たちの希望はいつも暗闇の中にこそ輝くのだということを覚え、彼らのために祈りた

いと思います。この混乱が、一見脅威と思えることではありますが、中国のみならず、この

国の人々にとっても、真実に信頼に足るものが一体何であるのかを示す機会になるのだと

信じて疑いません。 

私たちの信じている神様はこの困難の中にあって、こま国においても大きな霊的祝福を

もたらすことのできる方だと信じます。ともに祈りましょう。光はやみの中に輝いている。

やみはこれに打ち勝たなかった。そのやみの中でこそ、私たちクリスチャンの真価が問われ

ているのです。それが互いに愛し合うということです。イエス様が愛したように互いに愛し
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合うこと、それを実行することによって、すべての人がイエスを認めるようになるのです。 

 

Ⅲ．最後まで愛されるイエス（36-38） 

 

最後に、36 節から 38 節までをご覧ください。 

「シモン・ペテロがイエスに言った。「主よ、どこにおいでになるのですか。」イエスは答

えられた。「わたしが行くところに、あなたは今ついて来ることができません。しかし後に

はついて来ます。」ペテロはイエスに言った。「主よ、なぜ今ついて行けないのですか。あな

たのためなら、いのちも捨てます。」イエスは答えられた。「わたしのためにいのちも捨てる

のですか。まことに、まことに、あなたに言います。鶏が鳴くまでに、あなたは三度わたし

を知らないと言います。」 

 

シモン・ペテロは、キリストの一番でしたが、彼は、イエス様が「わたしが行くところに、

あなたがたは来ることができません。」(33)と言われたことがよく理解できませんでした。

それで、イエス様に尋ねました。「主よ、どこにおいでになるのですか。」 

するとイエス様は、「わたしが行くところに、あなたは今ついて来ることができません。

しかし後にはついて来ます。」と答えられました。これは先ほど言ったように、天国のこと

です。イエス様は、父なる神のみもと、天国に行かれます。今は来ることができませんが、

しかし後にはついて来ます。 

 

この言葉のとおり、ペテロは後にイエス様のもとに行きました。ローマ皇帝ネロの大迫害

のとき、ペテロはローマで処刑されました。当時、ローマの処刑法は十字架刑でしたが、彼

は主と同じ姿では申し訳ないと逆さにしてくれるように頼み、逆さ十字架につけられたと

言われています。でもペテロは、そのときはわかりませんでした。イエス様が言われたこと

がどういうことなのか。それでイエス様に尋ねました。「主よ、なぜ今ついて行けないので

すか。あなたのためなら、いのちも捨てます。」ペテロらしいですね。彼は直情的な人間で

したから、あなたのためならいのちを捨てます！と啖呵を切ったのです。これは彼の本心だ

ったでしょう。彼は本当にイエス様を愛していました。いのちをかけるほど愛していた。だ

からこそ、漁師という仕事を捨てでまで従ったのです。 

 

でもどうでしょう。私たちはこの後でどんなことが起こるのかを知っています。イエス様

が十字架につけられるために捕らえられると、彼はイエス様を知らないと言うようになり

ます。イエス様はそのことも全部知っておられ、その上でこのように言われました。38 節

です。 

「わたしのためにいのちも捨てるのですか。まことに、まことに、あなたに言います。鶏

が鳴くまでに、あなたは三度わたしを知らないと言います。」 
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「まことに、まことに」とは、大切なことを言われる時に使われたことばです。ペテロよ、

あなたはわたしのためにいのちを捨てるというのですか。わたしはあなたに言います。あな

たは、鶏が鳴く前に、三度わたしを知らないと言います。マルコ 14:31 には、「ペテロは力

を込めて言い張った。」とあります。絶対にそんなことはない！彼はそのように言い張りま

した。三度目にはのろいをかけてまで誓ったとあります。しかし、その後で彼はイエス様が

言われたように、三度イエスを知らないと言いました。これが人間の弱さです。私たちはど

んなに誓っても、最後までそれを貫くことは並大抵のことではありません。。イエス様はそ

ういうことを重々承知の上で、彼を愛されました。ルカ 22:31～32 には、イエス様が彼にこ

のように言われたことが書いてあります。 

「シモン、シモン。見なさい。サタンがあなたがたを麦のようにふるいにかけることを願

って、聞き届けられました。しかし、わたしはあなたのために、あなたの信仰がなくならな

いように祈りました。ですから、あなたは立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい。」 

さまざまな問題によって、あるいはサタンの攻撃や困難、迫害によって、信仰を失いそう

になることがあります。でも、イエス様は決して見捨てることはなさいません。それは私た

ちの信仰が強いからではありません。イエス様が祈っていてくださるからです。イエス様は、

ペテロの信仰が無くならないように祈ってくださいました。あなたが信仰にとどまってい

られるのも、イエス様が祈ってくださったからです。救われたのもそうです。だれかが陰で

祈ってくれたからです。そして何よりもイエス様ご自身が祈ってくれました。今でもとりな

していてくださっています。それは、立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやるためです。確

かにペテロはイエス様を三度も否定しました。しかし、イエス様がよみがえられて、彼の信

仰を回復させました。そして信仰を回復させていただいた彼は教会の指導者として立てら

れ、多くの人々を励まし、死に至るまで忠実にキリストに従うことができました。 

 

イエス様は、私たちの弱さも知っておられます。失敗することもすべて知っておられます。

その上で愛してくださったのです。私たちの過去だけでなく、今も、そしてこれからもそう

です。それでも私たちをあきらめることをせず、最後まで愛してくださるのです。 

 

神は、そのひとり子をお与えになるほどに、あなたを愛してくださいました。イエス様は

あなたの罪を負って十字架で死なれ、三日目によみがえられました。このキリストを信じる

者はだれでも救われます。まだ信じていらっしゃらない方は、信じてください。そうすれば、

すべての罪は赦され、イエス様が行かれたところ、天の御国に入れていただくことができま

す。永遠のいのちが与えられるのです。 

 

もう信じているという方は、すでに救われています。だんだん救われて行くのではなく、

信じた瞬間に救われました。もうすべての罪が赦されました。ただ足は洗わなければなりま

せん。足を洗うってどういうことでしたか？日々の歩みの中で犯した罪を悔い改めるとい
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うことでしたね。もし自分には罪がないと言うなら、私たちは自分自身を欺いており、私た

ちのうちに真理はありません。しかし、もし自分の罪を言い表すなら、神は真実で正しい方

ですから、その罪を赦し、すべての悪から私たちをきよめてくださいます。赦されない罪な

どありません。聖霊を冒涜する罪、すなわち、イエスを信じないという罪以外は、どんな罪

でも赦されます。どうぞこのことを覚えておいてください。長い信仰生活にはいろいろなこ

とがあります。いろいろな問題が起こってきます。健康の問題、結婚の問題、子育ての問題、

仕事の問題、人間関係の問題、本当にいろいろな問題が起こります。あるいは、自分自身の

ことで大きな失敗をしでかすかもしれません。しかし、それがどんな問題であっても、キリ

スト・イエスにある神の愛からあなたを引き離すものは何もありません。むしろ、そうした

問題は、あなたがもっと神の愛を体験する良い機会として、神が与えておられるのかもしれ

ません。問題そのものは辛いことですが、その問題の中で神に祈り、御言葉を読み、イエス

様と交わることによって、さらに深く神の愛を体験することができます。主は、決してあな

たを離れず、あなたを捨てません。ですから、この神の愛にしっかりとどまりましょう。キ

リストの恵みにとどまり続けましょう。そして、イエスが愛したように、私たちも互いに愛

し合いましょう。その愛に心から応答したいと思うのです。 


